
特   集

公共交通を守るために
－地域公共交通の現状と課題－
　皆さんが最後にバスに乗ったのはいつですか。

　公共交通機関は通勤や通学、通院、買い物など地域の日常的な移動手段として、私たちの生

活に大きな役割を果たしています。しかし、バスの利用者は、自家用車の普及や過疎化の進行

などにより年々減少が続いています。今は公共交通を必要としない人でも、将来車を運転しな

くなったときや、家族の通勤や通学のことを考えると、公共交通機関は生活に不可欠な移動手

段です。地域公共交通について、一緒に考えてみませんか。
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❖特集　公共交通を守るために

■
甲
佐
町
の
公
共
交
通
機
関
の
現
状

　
甲
佐
町
で
は
、
路
線
バ
ス
（
熊
本
バ
ス
、

麻
生
交
通
）、タ
ク
シ
ー
（
第
一
タ
ク
シ
ー
、

麻
生
交
通
）
町
営
バ
ス
（
甲
佐
町
）
の
３

つ
の
公
共
交
通
機
関
が
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
バ
ス
事
業
は
近
年
、
利
用
者
の
減
少
に

加
え
、
運
転
手
の
な
り
て
不
足
や
燃
料
価

格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
経
営
は
年
々
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
利
用

者
が
減
少
し
続
け
る
と
将
来
に
わ
た
っ
て

現
行
ど
お
り
の
運
行
を
続
け
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
車
社

会
の
浸
透
が
招
く
、
バ
ス
利
用
者
の
減
少

は
、
下
図
の
よ
う
に
悪
循
環
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

■
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
に

　
路
線
バ
ス
に
は
、
補
助
金
が
な
く
て
は

運
行
で
き
な
い
路
線
が
多
数
あ
り
、
甲
佐

町
は
年
間
約
２
千
５
０
０
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
を
運
転
で
き

な
い
人
も
含
め
、
す
べ
て
の
人
が
自
由
に

移
動
で
き
、
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

１２

３４５

１、２_（株）熊本バスの運転手　３_甲佐町営バスの「役場前」バス停　４、５_（株）麻生交通甲佐営業所

年度 補助金額（千円）

Ｈ27 １３，３９０

Ｈ28 １９，８３２

Ｈ29 １９，６３１

Ｈ30※ ９，７３５

Ｒ１※ ７，９１９

Ｒ２※ ９，４４５

Ｒ３ ２７，０５６

Ｒ４ ２５，２７２

町内路線バスへの補助金

※ H30～ R ２は熊本地震の緩
　和措置で負担額軽減

町営バスの年間利用者数

悪循環

令和３年
4,820 人

バスを利用することで
あなたの地域のバスを
守ることができます！

20年間で
約７割減少

町営バスの年間利用者数町営バスの年間利用者数

平成13年
15,880 人

バス利用者の減少

バス事業者の
経営悪化

運行本数の
減少
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■
甲
佐
小
学
校
で
乗
り
方
教
室
を
開
催

　
令
和
４
年
12
月
12
日
（
月
）
甲
佐
小
学
校
で
バ
ス
の

乗
り
方
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
（
株
）
熊
本
バ
ス
（
河
内
信
明
社
長
）

が
子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
を
身
近
な
交
通
機
関
と
し
て
認

識
し
て
も
ら
い
、
将
来
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
促

進
を
目
的
に
実
施
。
甲
佐
小
学
校
４
年
生
の
26
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
時
刻
表
や
乗
車
の
注
意
事
項
の
説
明

を
受
け
た
後
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
て
乗
降
体
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
乗
車
し
、
町
内
を
回
り
な

が
ら
、
バ
ス
の
中
で
や
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を

ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
児
童
た

ち
が
同
社
の
職
員
に
質
問
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
し
な
く
て
も
大
丈
夫
な
ん
で
す

か
」
や
「
最
大
何
人
乗
れ
ま
す
か
」
な
ど
、
多
く
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

■
路
線
バ
ス
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

　
地
域
の
路
線
バ
ス
（
公
共
交
通
）
は
、
「
乗
ら
な

け
れ
ば
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
、

「
す
べ
て
の
人
が
自
由
に
移
動
で
き
、
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
で
考
え
、
少
し
で
も
路
線
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
必
要
な
も
の
と
し
て
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
３
つ
の

「
や
さ
し
い
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
移
動
に
や
さ
し
い

　
近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
路

線
バ
ス
は
安
全
に
、
安
価
で
安
心
し

て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
故
を

少
な
く
し
ま
す
。

②
身
体
に
や
さ
し
い

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
歩

く
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
消
費
す
る

カ
ロ
リ
ー
も
増
加
し
、
健
康
維
持
に

貢
献
し
ま
す
。

③
環
境
に
や
さ
し
い

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
は
、
１
人
を
１
㌔

㍍
運
ぶ
の
に
、
バ
ス
は
自
動
車
の
３

分
の
１
と
い
わ
れ
、
み
ん
な
が
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
で
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通
を
将
来
に
残
す
た
め
に

　
地
域
の
足
「
公
共
交
通
」
を
将
来
に
残
す
た
め
に

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
交
通
事
業
者
や
町
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　
生
活
に
必
要
な
地
域
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５
（
内
線
２
５
３
）

子
ど
も
た
ち
や
将
来
の
自
分
の
た
め
に

甲佐町企画課

古閑 敦 課長

私たちが運行しています！

▲ IC カードを用いて乗降体験を行う児童▲車椅子の乗り入れを体験

麻生交通

松本 信治 さん

麻生交通

松永 清治 さん

町営バスのドライバーとして毎日の運行

を担っています。地域に密着した町営バスだ

からこそ、利用者の皆さんへの声掛けなどを

通して、顔の見える関係を目指しています。
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　現在、甲佐小学校に通う宮内地区に住む児童７人

が通学で町営バスを利用しています。宮内小学校が

閉校して以来、宮内地区に住む児童の通学の手段と

して利用されています。

　通学で利用する児童は町営バスを無料で利用でき、

町営バスの時刻の行きと帰りの時間は、学校が始ま

る時間と終わる時間に合わせてあります。バスを利

用しないで歩いて通うと、１時間弱かかる児童もお

り、通学の足として欠かせない存在となっています。

　町営バスはフリー乗降制になっており、走行ルー

ト内であればバス停でなくても乗り降りができます。

そのため児童たちは自宅からバス停まで行く必要が

なく、負担も軽減されています。

　生活に欠かせない移動手段（利用者の声）
　病院の通院や職場の通勤のため、約10年前から町

営バスを週６日で利用しています。それまでの主な

移動手段は自転車でした。歳を重ねるとともに自転

車での長距離移動が困難になり、町営バスが家の近

くを通っていたため利用し始めました。

　町営バスは、運賃が

一律200円で、身体障

害者手帳や小学生以下

は100円と安い値段で

乗れるのでありがたく

思っています。

　私にとって、今では

生活に欠かせない移動

手段です。これからも

町営バスの利用を続け

ていきたいです。

❖特集　公共交通を守るために

お出かけの足として
　甲佐町役場から宮内方面（六谷坂谷線）と竜野方

面（稲生野甲佐線）で運行している町営バスは、免

許返納者などが利用し、病院や買い物などの普段の

お出かけの一助になっています。

通学の足として

　バスに初めて乗りました。今までは、バ

スの乗り方が分からなくて、バスの利用を

避けてきました。今回、バスの乗車体験で

運転手さんに詳しく教えてもらい、１人で

バスに乗れる自信がついたので大好きな野

球の試合を見に行きたいです。

バ ス を 使 っ て

野球を見に行きたい

甲佐小学校４年

國宇 稀心 さん

（大町区）

▲坂田道春さん（堂ノ原区）▲登下校に町営バスを利用する上揚区の子どもたち

町営バスを利用する皆さん

▲車椅子の乗り入れを体験

　バスに乗ったのは初めてですが、大勢の

乗客の命を預かる運転手さんの姿がかっこ

よかったです。自分もそんな責任感のある

運転手になりたいと思いました。今後はバ

スで移動する機会を増やしてバスのことを

たくさん知っていきたいです。

将来はバスの運転手

に な り た い

甲佐小学校４年

早川 夏弥 さん

（岩下一区）
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